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研究成果の概要（和文）：本研究は、GIGAスクール構想における学級経営支援に向けたAI活用方法の開発を目的
としている。第1フェーズ（令和3年度）では、ICTを活用した学級経営支援の可能性を調査し、1人1台端末を実
践する3校への訪問調査と一般校へのアンケート調査を実施。第2フェーズ（令和4年度）では、AIを活用する場
面を特定し、下駄箱の靴の揃い具合を判定するAIシステムを開発した。第3フェーズ（令和5年度）では、「下駄
箱の靴の揃い方判断支援システム」として実装し、YOLO v5を使用して精度約70%で判定するWEBサイトを公開し
た。

研究成果の概要（英文）：This study aims to develop AI-based support methods for classroom management
 under the GIGA School Initiative. In the first phase (FY2021), investigations were conducted on 
possible ICT-based classroom management support scenarios through visits to three pioneering 
elementary schools and surveys of teachers in general schools. In the second phase (FY2022), 
AI-utilizable scenarios were identified, and an AI system was developed to assess the organization 
of shoe lockers. In the third phase (FY2023), the “Shoe Locker Organization Assessment Support 
System” was implemented using YOLO v5, achieving about 70% accuracy, and made available on a 
website for educational use.

研究分野：教育工学

キーワード： GIGAスクール構想　学級経営　情報活用能力　人工知能　1人1台の情報端末

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学級経営がうまくいかない場合、下駄箱の整理整頓が不徹底になることが知られている。先行研究は少ないもの
の、いくつかの学校では「下駄箱の整理」を指導し、学級経営の基盤を構築している。しかし、学級経営に関す
る体系的な理論は教員養成課程で十分に教えられておらず、教師の成功体験に依存している。最近の教師の多忙
さやベテラン教師の退職により、学級経営の知識や技能の伝承が困難になっている。本研究では、AIを活用した
学級経営の支援であり、その一例となる「下駄箱の靴の揃い方判断支援システム」を人工知能を用いて開発し、
小学校で試行的に実践して評価したことに意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1.研究開始当初の背景 

・COVID-19 の休校に伴って，文部科学省が示している GIGA スクール構想が前倒しとなり，

令和 2 年度中にすべての児童が 1 人 1 台の情報端末が整備されることとなったが，導入後

の情報端末の活用は困難が予測される(実施しなければならないが，困難なこと)。 

・若手教師には軽い発達障害や不定愁訴等を見抜きにくいことによって，学級経営の困難と

なり，安易な離職につながっている(小学校教師の基盤)。 

・本研究では，教師の力量形成の困難さと GIGA スクール構想による情報端末の整備を前提

とし，小学校において 1人 1台の情報端末，IoT，人工知能(以下 AI)を活用した学級経営の

支援が可能な場面を調査した上で，支援方法の開発を行うことを目的とした。 

・本研究では，実施しなければならないが困難なこと(GIGA スクールの推進，ICT 活用)と，

小学校教師の基盤(学級経営)を，相互に補完し，向上させる方法の開発を目指す。 

 

2.研究の目的 

本研究では，小学校において 1人 1台の情報端末，IoT，AI を活用した学級経営の支援が

可能な場面を調査した上で，支援方法を開発し，実践を通して評価を行うことが目的である。

申請者らは，小学校教諭の経験を生かし，小学校の ICT 活用場面における学級経営上の指導

助言や，AI を活用した学級経営の支援に関して研究を推進してきたことから，そのノウハ

ウを本研究にも十分生かすことができる。本研究では ICT や IoT，AI の活用を学級経営の

支援としたが，ここで得られた知見は GIGA スクール構想による 1人 1台の情報端末を活用

した授業実践等に応用したことができると考えられる。 

 

3.研究の方法 

第 1フェーズ(R3 年度):学級経営の支援が可能な場面を検討したための調査 

ICT を活用した学級経営の支援が可能な場面を検討したために，1)先進的に 1人 1台の情

報端末の授業実践を行っている小学校 3 校(愛知県，静岡県，宮崎県各 1 校)への訪問調査

を実施した。また，日常的に実践場面を撮影・録音してもらい，記録からも場面を検討した。 

 

第 2 フェーズ(R4 年度):学習用データ収集とデータの AI への搭載・評価 

第 1フェーズの 2)調査で得られたデータから，AIを活用して支援した場面を特定した上

で，画像認識に必要な写真データを収集した。AIは，申請者のこれまでの研究と同様に IBM

の WatsonVisualRecognition の API を用いる。一方で，外部の AI を活用し続けることは，

コストや汎用性から現実的な活用が困難となる可能性があるため，同時に安価な AIを構築

した。AIのモデルトレーニングは，佐藤ほか(2020b)が下駄箱の整理具合を判定したシステ

ムの基準を参考にした。本システムは下駄箱の揃い具合を Good と Bad で割合を示す Web ア

プリケーションであった。本研究においても，これと同様に教師あり学習を用いた。教師デ

ータとしては現場の経験豊富な教員の判断に依拠した。そして，AI による判定が，教師や

児童と同じ感覚で判定できるか評価した。 

 

第 3 フェーズ(R5 年度):AI や ICT を活用した学級経営支援モデル表の検討と評価 



第 1 フェーズで得られた ICT を活用した学級経営の支援場面の把握と，第 2 フェーズで

得られた AI の知見を踏まえ，小学校において ICT を活用した学級経営の支援手法のモデル

表を作成した。そして，本モデル表を先進校 3校と一般校 3校で，実際に支援が可能なのか

について，実践を通して検証し，支援手法モデルの評価を行う。成果は学会発表と査読論文

の投稿を行う。旅費，稿費を予算から計上した。 

 

4.研究成果 4.1.開発したシステムの概要 

本システムは，IBMCloud で提供されているサービスを利用し，AI のライブラリ

「WatsonVisualRecognition」を，フローベースのプログラミングツール「Node-RED」と連

携させて，Web アプリケーションとして開発した。OS を問わず Web ブラウザがあれば利用

することができる。なお，本システムを，下駄箱(GETABAKO)と Watson とを組み合わせて

「GETASON」と呼称することとした。図 2に GETASON のスマートフォン UIデザインを示す。

スマートフォンで下駄箱を撮影し，ファイルの選択を押し，撮影した写真を選択し，読み込

んだ後に「数字が示されたボタン」を押すことで判断される。誰にでも活用できるよう，可

能な限り容易に操作できるよう心がけた。 

下駄箱の整理具合や乱れに気づくかどうかは判断する者によって様々であると考えられ

る。そのため，下駄箱をカメラで撮影したときに，その画像に写った下駄箱の整理具合が自

動的に評価されるようなシステムを開発することとした。動作環境は，コンピュータからス

マートフォンまで，また各 OS に対応するよう，Web アプリケーションとして開発すること

とした。 

下駄箱の整理具合の評価に AIを用いる方法としては，1.画像の分類と 2.画像内の物体検

出が考えられる。1の技術を用いれば，画像全体の様子から，整理されているか否かを分類

することができる。2の技術を用いれば，画像に写った靴の中から，整理されている靴とそ

うでない靴をそれぞれ検出することができる。1の方は抽象度が高く，2の方がより具体的

に評価することができると考えられるが，一方で，2は靴を整理して入れている者とそうで

ない者を特定してしまうことにより，学級全体で改善を図るのではなく，個人での取り組み

や個人への批判を生みかねないという欠点もあるため，本研究では 1 の技術を用いること

とした。 

AI を用いたシステムの開発や利用は，一般的に，「1.学習データの収集」「2.学習による

モデルの作成」「3.モデルの利用」の 3段階で行われる。1の段階で収集した学習データに

基づいて 2 の段階で学習すると，その後に与えられた画像を見分けることができる「モデ

ル」が作成される。3はそのモデルを利用して，画像を見分ける段階である。 

本システムの開発では，「1.学習データの収集」について，まず，学習データの収集のた

めに，複数の小学校の管理職及び学級担任 15 名に下駄箱の写真の撮影を依頼した(図 1)。

次に撮影した写真を，「A:靴が揃っている下駄箱の写真」と「B:靴が揃っていない下駄箱の

写真」に分類してもらった。そして，「2.学習によるモデルの作成」について，整理された

写真の中からランダムに A 及び B の各 100 枚を AI の Watson に学習させた。「3.モデルの

利用」では，GETASON 上で，判断させたい下駄箱の写真を読み込ませると，Aである確信度

および Bである確信度がそれぞれ返される。すなわち，例えば Aの確信度が高く，Bの確信

度が低かった場合，その下駄箱は靴が揃っていると判断されたといえる。図 3は，図 1の写

真を GETASON に読み込み，判断した結果の画面である。ここでは「good92%，bad0.1%」(図

3 下部)と表示されたため，GETASON は読み込んだ写真から 92%揃っていると判断し，0.1%は



揃っていないと判断したことになる。 

 

 
 

4.2.小学校における実践 

4.2.1.実施時期と実施手順 

小学校教諭 8名に，担任している学級で GETASONを活用する協力を依頼した。教師歴

は 2年目から 12年目であり，平均して 7.2年であった。担任学年は 2〜4年が各 1名，5年

が 2 名，6 年が 3 名である。協力を得た教師に対して，2020 年 5 月上旬にオンラインで

GETASON の概要および実践の手順を説明の上，実践期間中に児童のエピソード記録をク

ラウド上の Googleスプレッドシートに整理して入力するように依頼した。 

実践の手順は次のように依頼した。 

 

(1)教師または係児童が，毎朝，児童の登校が完了した時点で下駄箱の写真を撮影する 

(2)撮影した写真を GETASONに読みませた上で判定を学級全員で伝える 

(3)Good および Bad の一週間のデータをグラフ用紙等に記入して，誰もがいつでもデータ

の推移が見られるよう，教室内に掲示する 

 

実践時期は，2020年 5月下旬から 6月上旬の 1週間であった。 

 

4.2.2.評価の方法 

GETASONを活用したことによる効果を調査するために，(1)GETASONが判定した確信

度(Good結果および Bad結果)，(2)教師への質問紙調査，の 2点で評価した。 



(1)GETASONが判定した確信度を用いて，小学校教師 8名の学級の平均点を算出した上で，

Good 結果および Bad 結果の推移を算出した。また，児童が GETASON の活用を通して，

下駄箱をどのように揃えていこうとしたかについてエピソード記録を踏まえて考察した。

なお，確信度データは教師が Googleスプレッドシートに毎日入力を行った。 

(2)教師への質問紙調査は，GETASON の活用前後で，教師の AI を用いた場合の意識の差

異や児童の学級経営の参画に帯する期待の差異を把握するため，4項目からなる質問紙調査

を Googleフォームで実施した(表 X左).質問は 4件法(4.そう思う，3.少しそう思う，2.少し

そう思わない，1.そう思わない)とし，平均点，標準偏差を算出した上で，対応のある t検定

を実施した。 

また，教師に対しては毎日，児童の活用に関するエピソードを記録してもらった。さらに，

実施後に教師 8名に対して個別に，(1)GETASONをどのように活用したか・させたか，(2)

児童は GETASON に何を感じていたと思うか，(3)児童に変化はあったか，(4)GETASON

の判定と感覚の差について，(5)児童の感想やエピソード等について半構造化インタビュー

を実施し，考察の参考データとした。 

 

4.2.3.結果と考察 

GETASONが算出した Aと B の判定結

果(確信度)の 8クラスの 5 日分のデータの

平均を算出し，その推移を図 6 に示し

た.Good(菱形の折れ線グラフ)は，1日目に

は 84.6%だったが，5 日目は 90.3%だっ

た.Bad(正方形の折れ線グラフ)は，1 日目

には 27%だったが，5日目は 9.3%だった. 

また，教師 7名の学級における児童のエ

ピソード記録では，数値が上がった翌日に

「みんなが頑張らないと数値が上がらな

い。だから頑張ろうという雰囲気が高まっ

た」「誰かのどの靴がかたむいているから数値が下がった，というような結果の出し方では

なかったから，誰かが傷つくような AIじゃなくてよかった」という意見が確 

認されている。学級経営で AIを用いる場合，個別の指摘を控え，全体を示すことが，学級

集団の意欲を高める可能性が示唆された。 

一方で，「少し判定が厳しい気もしたけど，綺麗にしようとする思いが強くなったから，

やってよかった」「判定が厳しすぎる」と児童が発言しているエピソードも確認できること

から，学級の実態等に応じてレベルが調整可能なシステムの必要性も示唆された。 
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